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１．研究計画の概要 
 健康食品には様々な効果・効能が表記され、
多くの製品が販売されている。これらの中に
は、同様の効果を示す食品素材も多い。健康
食品の利用者には複数の食品を過剰に摂取
したり、同時に何種類も摂取する可能性が懸
念されるが、有効性、安全性の検討はこれま
で十分に行われていない。科学的根拠を伴う
特定保健用食品でさえも併用摂取や過剰摂
取した際の有効性、安全性への問題は、これ
まで検討されていない。 
 今回の実験では、いわゆる健康食品から特
定保健用食品まで健康表示を標榜する食品
に焦点を当て、それらを併用摂取した場合や
過剰に摂取した場合の有効性および健康へ
及ぼす影響について検討を行っている。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまで、いわゆる健康食品としてアシタ
バの過剰摂取試験と特定保健用食品関与成
分であるジアシルグリセロール、中鎖脂肪酸
を含む食用油、大豆タンパク質、β-コングリ
シニンなどの併用摂取による有効性および
健康影響に及ぼす影響に関してラットある
いはマウスを用い摂取試験を行った。 
 
３．現在までの達成度 
 ①いわゆる健康食品に含まれるアシタバ
の過剰摂取による有効性および健康影響に
ついてラットを用いて検討した。その結果、
健康影響は観察されなかったが、有効性に関
して摂取量依存的な効果を認めなかった。研
究成果として、J. Nutr. Sci. Vitaminol., 53 
(2): 133-7, 2007 にまとめた。 
 ②特定保健用食品の併用摂取による有効

性および健康影響に関して、 
(1) 大豆タンパク質とジアシルグリセロール

の併用摂取試験をラットおよびマウスで
行った。その結果、併用摂取による著し
い健康影響は確認されなかった。また、
併用摂取による顕著な相加・相乗効果や
相殺効果などは認められなかった。研究
成 果 と し て 、 Biosci. Biotechnol. 
Biochem., 73 (6) 1328-1332 2009 にまと
めた。 

(2) β-コングリシニンと中鎖脂肪酸を含む
食用油の併用摂取試験をマウスで実施し
た。その結果、併用摂取は食事摂取量、
臓器重量および成長に影響を認めなかっ
た。機能性に関して、必ずしも併用摂取
によって相加・相乗的な効果も相殺的な
効果も認められなかった。個々の食品が
示す効果に影響しないものであった。研
究成果は、第 64 回日本栄養・食糧学会、
2010.5.23 (徳島)で発表を行う。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 ①いわゆる健康食品として用いられてい
るアシタバの健康表示の根拠となる機能性
成分の検索を行い、機能性に関する評価検討
を行う予定である。アシタバに特徴的に含ま
れるポリフェノールであるカルコン類に着
目し、抽出物による機能性の可能性を探る。
特に、機能性が謳われているセルライト解消
に着目し、脂質代謝の改善や体脂肪蓄積効果
に及ぼす影響を中心に調べる 
②日本人の食生活に馴染みが大きい大豆

タンパク質と茶カテキンの併用摂取の健康
影響および有効性に関する検討を行う予定
である。特に、これらの食品成分は脂質代謝



の改善効果による体脂肪低減効果が知られ
ているが、併用摂取による生体への影響を調
べるとともに、近年、極度の体脂肪低下が骨
密度の低下に関連することから、骨代謝へ及
ぼす影響も併せて検討する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
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